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・
管
理
組
合
の
役
員
に
は
、
管

理
組
合
の
業
務
を
執
行
す
る
理

事
と
そ
の
理
事
の
執
行
業
務
活

動
を
監
督
す
る
監
事
が
い
ま
す
。

理
事
と
監
事
は
、
役
割
こ
そ

異
な
る
物
の
そ
の
使
命
に
共
通

し
て
い
る
の
は
、
管
理
組
合
の

発
展
に
尽
く
す
と
云
う
点
で
同

じ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

１
、
管
理
組
合
の
目
的
を
知
る

・
区
分
所
有
法
・
第
３
条
に
、

区
分
所
有
者
は
、
全
員
で
建
物

並
び
に
そ
の
敷
地
及
び
付
属
施

設
の
管
理
を
行
う
…
…
と
あ
り

ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
れ
が
管
理

組
合
の
目
的
に
当
た
り
ま
す
。

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
為
の

管
理
組
合
の
仕
事
は
、
大
き
く

三
つ
に
分
け
る
事
が
で
き
ま

す
。
こ
の
三
つ
は
、
個
々
に
独

立
し
て
い
ま
す
が
相
互
に
関
係

仕
合
っ
て
お
り
、
夫
々
が
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

２
、
管
理
組
合
の
三
つ
の
管
理

⑴　

維
持
管
理

マ
ン
シ
ョ
ン
建
物
に
関
す
る

ハ
ー
ド
面
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

建
物
設
備
の
維
持
・
保
全
管
理

を
指
し
ま
す
。
十
数
年
毎
に
行

う
屋
上
防
水
や
外
壁
塗
装
と
い

っ
た
大
規
模
修
繕
工
事
は
、
勿

論
、
日
常
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

受
水
槽
な
ど
の
維
持
・
保
守
な

ど
の
管
理
も
重
要
で
す
。
こ
れ

ら
は
技
術
的
な
事
が
多
く
、
や

や
引
っ
込
み
が
ち
に
な
り
ま
す

が
、
技
術
的
な
部
分
を
若
干
知

っ
て
い
た
方
が
良
い
よ
う
で
す
。

具
体
的
な
中
身
に
つ
い
て
は

殆
ど
の
場
合
、
管
理
会
社
に
管

理
を
委
託
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
管
理
組
合
の
担
当
理

事
は
、
そ
の
報
告
の
み
を
確
認

す
る
だ
け
の
事
が
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
も
う
一

歩
奥
に
入
り
込
ん
で
、
何
を
、

ど
の
よ
う
に
、
何
の
た
め
に
行

っ
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
把

握
す
る
こ
と
で
、
厳
し
い
チ
ェ

ッ
ク
を
す
る
こ
と
も
で
き
、
そ

れ
に
よ
っ
て
質
の
高
い
管
理
を

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⑵　

生
活
・
環
境
管
理

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
多
く
の
人

が
暮
ら
す
特
殊
な
住
宅
で
す
。

そ
こ
に
は
人
の
数
だ
け
の
考
え

方
が
存
在
し
ま
す
が
、
そ
れ
を

あ
る
方
向
に
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ

せ
て
い
く
こ
と
も
管
理
組
合
の

大
切
な
こ
と
で
、
そ
の
為
の
ル

ー
ル
作
り
は
か
か
せ
ま
せ
ん
。

又
、
ル
ー
ル
に
至
ら
な
い
も

の
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
マ
ナ
ー

と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ラ
イ
フ
が
可
能
に
な
り
ま
す

し
、
ソ
フ
ト
面
の
活
動
も
必
要

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
広
報

誌
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
発
行
な
ど

も
大
切
な
こ
と
で
、
こ
の
よ
う

な
組
合
員
へ
の
情
報
提
供
に
よ

っ
て
、
管
理
組
合
へ
の
理
解
が

深
ま
り
ま
す
。

⑶　

統
合
管
理

「
維
持
管
理
」
と
「
生
活
・

環
境
管
理
」
を
執
行
す
る
為
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
。

管
理
組
合
の
目
的
は
、
建
物

や
施
設
等
の
維
持
管
理
で
す
。

つ
ま
り
ハ
ー
ド
面
の
維
持
管

理
を
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
行
う
為

に
は
ソ
フ
ト
面
の
管
理
が
必
要

と
な
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い

う
概
念
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
単
に
管
理
と
い

う
事
で
は
な
く
、
組
織
を
運
営

す
る
機
能
・
そ
の
方
法
と
す
る

と
よ
り
分
か
り
易
く
な
り
ま
す
。

・
人
は
、
立
場
に
よ
っ
て
理
解

す
る
感
受
性
が
変
わ
り
ま
す
。

数
年
前
か
ら
、
新
聞
テ
レ
ビ

な
ど
で
自
転
車
に
関
す
る
問
題

が
大
き
く
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い

ま
す
。
車
を
運
転
す
る
側
に
い

る
と
勢
い
歩
行
者
を
邪
魔
者
扱

い
し
て
「
何
で
そ
ん
な
所
を
歩

い
て
い
る
ん
だ
」
な
ど
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
今
度
車
を
降
り

て
歩
行
者
の
立
場
に
立
つ
と

「
あ
の
車
は
、
何
で
あ
ん
な
乱

暴
な
運
転
を
す
る
の
か
」
と
、

同
じ
人
間
が
立
場
に
よ
っ
て
思

う
事
が
異
な
る
の
で
す
。
こ
れ

と
同
様
に
一
般
組
合
員
の
時
と

理
事
に
な
っ
た
時
で
は
、
非
治

権
者
と
治
権
者
と
い
う
立
場
に

変
わ
り
「
何
で
一
般
組
合
員
は

理
解
し
て
く
れ
な
い
の
か
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
大
抵
の
場
合
理
事
会
で
の

活
動
を
一
般
組
合
員
に
あ
ま
り

告
知
せ
ず
、
又
し
た
と
し
て
も

解
り
難
い
告
知
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
の
で
理
解
し
て
も
ら
え
な

い
の
で
す
。

管
理
組
合
役
員
の
心
構
え

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

埼
管
ネ
ッ
ト　

会
長　

佐
々
木　

一

三興管理株式会社
社団法人　高層住宅管理業協会　正会員

東京都中央区日本橋本町4-11-6共同ビル2F
電話番号　03-6661-6011
FAX番号　03-5695-3120



（3） 2012年 7月15日発行� （第102号）

東
日
本
大
震
災
に
学
ぶ

�

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所

�

理
事
長　

喜
田　

大
三

◎
震
災
１
年
追
悼
式
に
陛
下

約
２
万
人
の
死
者
、
行
方
不

明
者
を
だ
し
た
東
日
本
大
震
災

か
ら
１
年
、
２
０
１
２
年
３
月

11
日
、
日
本
列
島
は
鎮
魂
の
祈

り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

政
府
主
催
の
追
悼
式
が
国
立

劇
場
で
開
か
れ
、
心
臓
手
術
を

う
け
、
４
日
に
退
院
さ
れ
た
ば

か
り
の
天
皇
陛
下
は
、「
大
震

災
に
よ
り
失
わ
れ
た
多
く
の

人
々
に
哀
悼
を
表
し
ま
す
。
中

略　

大
震
災
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
安
全
な
国
土
を
目
指
す
こ
と

が
大
切
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

原
発
事
故
や
が
れ
き
処
理
の

問
題
な
ど
が
復
興
に
影
を
落
と

す
中
、
約
34
万
人
の
被
災
者
は

再
生
を
誓
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
巨
大
地
震
・
津

波
へ
の
地
震
学
者
や
学
会
の
反

省
、
今
後
起
き
る
と
想
定
さ
れ

る
地
震
の
公
表
、
さ
ら
に
防
災

や
減
災
と
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

◎
巨
大
地
震
と
地
震
学
者

本
誌
の
新
春
１
０
０
号
で
、

巨
大
地
震
・
津
波
に
つ
い
て
地

震
学
者
の
発
表
を
紹
介
し
ま
し

た
。昨

年
の
地
震
直
後
に
、
地
震

学
の
権
威
者
（
国
の
地
震
調
査

委
員
長
）
は
想
定
外
で
あ
っ
た

と
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
数
か
月
後
に
、
一
部
の

地
震
学
者
は
千
年
周
期
の
地

震
・
津
波
を
想
定
し
た
が
、
評

価
し
て
社
会
に
公
表
す
る
前
に

被
災
し
て
し
ま
い
、
申
し
訳
な

い
と
あ
や
ま
り
ま
し
た
。

◎
日
本
地
震
学
会
の
反
省

昨
年
10
月
に
、
地
震
学
の
学

理
と
応
用
の
地
震
学
会
（
２
千

名
）
の
全
国
大
会
が
、
静
岡
大

学
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
地
震
を
想
定
で
き
ず
「
敗

北
感
」
が
た
だ
よ
う
学
会
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
震
学
の

い
ま
を
問
う
」
で
は
、
批
判
と

反
省
を
し
た
そ
う
で
す
。

「
地
震
で
は
人
が
亡
く
な
る
。

今
ま
で
純
粋
に
学
問
だ
け
を
や

り
す
ぎ
た
」

「
知
識
を
垂
れ
流
す
の
で
は

な
く
、
も
っ
と
人
命
を
救
う
情

報
を
発
信
す
べ
き
で
な
い
か
」

政
府
の
委
員
会
に
参
加
し
て

き
た
地
震
学
者
は
反
省
し
ま

す
。「
学
会
は
自
然
科
学
だ
け
で

な
く
、防
災
学
や
社
会
学
な
ど

と
連
携
を
深
め
る
こ
と
。そ
し

て
、社
会
貢
献
を
め
ざ
し
た
い
」

学
会
長
は
「
簡
単
に
改
革
で

き
る
話
で
は
な
い
。
批
判
を
ど

ん
ど
ん
出
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ

で
ど
う
す
る
か
、
答
え
を
考
え

た
い
」

◎
日
本
地
震
学
会
の
提
言

本
年
５
月
下
旬
に
、
学
会
員

か
ら
の
反
省
論
文
と
提
言
を
盛

り
込
ん
だ
意
見
集
を
ま
と
め
ま

し
た
。

他
の
分
野
の
研
究
者
に
も
、

参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
既
存
の
理
論
に
こ

だ
わ
り
す
ぎ
た
。
健
全
な
批
判

精
神
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
欠
け
て
い
た
。

さ
ら
に
、
工
学
系
の
研
究
者

と
協
力
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま

た
行
政
に
お
墨
付
き
を
与
え
る

御
用
学
者
に
な
っ
て
い
た
か
も
。

◎
想
定
さ
れ
る
地
震
を
公
表

日
本
各
地
で
地
震
活
動
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。

本
年
に
な
っ
て
想
定
で
き
る

地
震
や
津
波
な
ど
が
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
例

首
都
直
下
型
地
震
は
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
７
級
の
地

震
で
す
。
そ
の
発
生
確
率
を
地

震
学
者
が
別
々
の
手
法
で
計

算
。「
30
年
以
内
に
70
％
」
と

予
測
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
購
入
者
は
、

「
大
き
な
地
震
が
起
き
る
な
ら
、

地
震
で
壊
れ
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン

を
買
い
、
家
族
の
命
と
財
産
を

守
ろ
う
」
と
動
き
出
し
て
い
ま

す
。
近
く
に
建
設
中
の
マ
ン
シ

ョ
ン
も
売
れ
ゆ
き
が
よ
い
そ
う

で
す
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
が

連
動
し
Ｍ
９
級
で
、
高
知
県
で

は
最
大
34
ｍ
の
津
波
が
お
し
よ

せ
る
と
想
定
。

高
校
野
球
の
甲
子
園
球
場
が

あ
る
西
宮
市
、
内
海
も
予
想
外

の
津
波
。
市
は
三
階
以
上
の
堅

固
な
公
民
建
物
を
『
津
波
避
難

ビ
ル
』
に
指
定
。
当
方
の
賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
も
指
定
、
本
年
４

月
に
市
は
看
板
を
掲
示
し
ま
し

た
。（
本
誌
１
０
０
号
も
参
照
）
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テ
ー
マ
₁
．

﹃
東
日
本
大
震
災
で
得
た
教
訓

事
例
と
マ
ン
シ
ョ
ン
が
備
え
る

べ
き
こ
と
﹄
と
題
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

東
北
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
連
合
会 

常
務
理

事
で
あ
り
防
災
士
の
紺
野
智
博

氏
を
講
師
に
迎
え
、
お
話
を
お

聴
き
し
ま
し
た
。

震
災
か
ら
早
や
一
年
四
か

月
、
仙
台
市
内
の
被
災
マ
ン
シ

ョ
ン
で
復
旧
が
完
了
し
た
案
件

は
半
数
に
も
満
た
な
い
の
が
状

況
。
被
災
時
に
体
験
し
た
事
、

今
、
実
践
し
て
い
る
事
が
、
今

後
に
役
立
て
ば
、
幸
い
で
す
。

Ⅰ
．︻
震
災
当
日
の
行
動
︼

①
防
災
セ
ン
タ
ー
前
集
合
。

◎
険
個
所
の
確
認
と
処
置

◎
居
住
者
の
安
否
確
認
（
居
住

者
名
簿
・
緊
急
連
絡
先
票
の
活

用
・
要
援
護
者
名
簿
の
活
用
）

◎
指
定
避
難
場
所
の
受
入
れ
状

況
（
Ｎ
Ｇ
確
認
）

◎
自
主
避
難
所
の
開
設
（
集
会

室
・
ロ
ビ
ー
・
サ
ロ
ン
）

◎
炊
出
し
の
実
施（
炊
飯
器
材
）

◎
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
か
ら
食

材
の
供
出
（
冷
凍
冷
蔵
庫
は
食

材
の
宝
庫
）

②
災
害
対
策
本
部
の
立
上
げ

◎
自
治
会
の
対
応

居
住
者
の
安
否
確
認
。
自
治

会
連
合
、
民
生
委
員
、
地
域
包

括
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
。
指

定
避
難
所
対
応
、
自
主
避
難
所

運
営

◎
管
理
組
合
の
対
応

建
物
お
よ
び
設
備
を
被
災
し

た
各
住
戸
の
状
況
確
認
と
緊
急

補
修
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
対

応
、
自
主
避
難
所
の
運
営

Ⅱ
．︻
対
策
本
部
の
設
置
︼

（
３
月
21
日
迄
）

①
受
付
。
支
援
物
資
の
受
入

れ
・
供
出
、
物
資
の
管
理
、
外

出
者
（
避
難
者
）
安
否
確
認
。

②
生
活
情
報
。
掲
示
板
の
活

用
。
情
報
の
提
供
、
共
有
。

③
居
住
者
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

介
助
、
家
具
起
こ
し
、
水
汲
、

買
出
し
、
写
真
班
、
工
作
等

④
炊
出
し
。
一
日
二
、
三
食
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。

⑤
地
域
の
避
難
所
へ
の
対
応
。

指
定
避
難
所
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
（
三
～
四
名
／
日
）

⑥
ア
ナ
ロ
グ
回
線
︵
黒
電
話
︶

停
電
時
の
通
信
手
段
に
ア
ナ
ロ

グ
回
線
が
大
活
躍
。

⑦
情
報
の
伝
達

一
斉
非
常
放
送
の
活
用

⑧
役
立
っ
た
も
の

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
（
50
キ
ロ
×

２
）、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
、
魔

法
瓶
、
反
射
式
ス
ト
ー
ブ
、
七

輪
、
土
鍋
、
充
電
式
ラ
ジ
オ
・

ラ
ン
プ
な
ど
。

Ⅲ
．︻
助
け
合
い
・
い
ざ
と
い

う
時
に
︼

①
い
か
に
臨
機
応
変
に
対
応
で

き
る
か
。
理
屈
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

だ
け
で
は
対
応
は
不
十
分
。

②
行
動
力
を
生
か
す
。
個
人
の

能
力
、
や
る
気
を
活
か
す
。
有

言
実
行
（
理
論
よ
り
実
践
）、
管

理
組
合
役
員
経
験
者
の
活
用
。

③
安
心
安
全
の
た
め
に
。
単
独

行
動
の
排
除
（
二
人
以
上
）

④
情
報
の
収
集
と
共
有
。
正
確

な
情
報
の
入
手
、
発
信
。

⑤
地
域
と
の
連
携
。
共
助
・
公

助
の
活
用
（
地
域
住
民
と
し

て
）
連
合
町
内
会
、
地
域
包
括

セ
ン
タ
ー
、
民
生
委
員
等
と
の

連
携
。

Ⅳ
．︻
助
け
合
い
・
参
加
型
相

互
扶
助
の
実
践
︼

管
理
組
合
、
自
治
会
、
自
治

会
連
合
会
に
居
住
者
自
ら
参
加

し
、
体
験
し
、
相
互
作
用
を
造

り
出
す
こ
と
が
大
切
。
常
日
頃

か
ら
場
を
作
り
、
つ
な
ぎ
、
取

り
持
つ
、
引
き
出
す
、
待
つ
、

共
に
あ
る
、
問
い
か
け
る
こ
と

に
よ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
促
進
が
重
要
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性

化
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
も
地
域
の

一
員
で
あ
る
自
覚
を
持
ち
、
地

域
の
防
災
・
防
犯
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
魅
力
向
上

に
も
貢
献
で
き
、
ソ
フ
ト
面
の

資
産
評
価
に
も
つ
な
が
る
。

大規模修繕工事の　　　　　　　　　なら･･･『瑕疵保険』
国土交通大臣指定　住宅瑕疵担保責任保険法人

〒104-0031  東京都中央区京橋 1-6-1

株式会社 住宅あんしん保証

までお問合せください！ 住宅あんしん 検索

TEL:03-3562-8122  FAX:03-3562-8031

第
₄₀
回
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
（
春
季
）
実
践
セ
ミ
ナ
ー

 
（
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
の
防
災
を
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う
）

₅
月
2₇
日　

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
に
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
・
越
谷
市
マ
ン
シ
ョ
ン
連
合
会　

共
同
開
催



（5）�2012年 7月15日発行� （第102号）

テ
ー
マ
₂
．

﹃
災
害
に
際
し
て
市
が
で
き
る

こ
と
、
市
民
に
お
願
い
し
た
い

こ
と
﹄
と
題
し
て
、

越
谷
市 

協
働
安
全
部 

危
機

管
理
課
副
主
幹
の
風
間
秀
治
氏

を
講
師
に
迎
え
、
お
話
を
お
聴

き
し
ま
し
た
。

Ⅰ
．︻
越
谷
市
と
地
震
︼

越
谷
市
で
は
埼
玉
県
地
震
被

害
想
定
調
査
を
基
に
最
も
被
害

が
大
き
い
と
予
測
さ
れ
る
「
東

京
湾
北
部
」
を
震
源
と
す
る
地

震
被
害
（
Ｈ
19
年
度
資
料
で

は
、
越
谷
市
の
最
大
震
度
６
・

１
）
を
最
大
値
と
捉
え
各
被
害

を
予
測
。（
※
埼
玉
県
で
は
改

訂
版
を
準
備
中
）
市
内
の
全
建

物
の
内
全
壊
数
１
、０
５
９
棟

（
１
％
強
）、
半
壊
数
５
、２
５

６
棟
（
６
％
弱
）、
一
日
後
の

避
難
者
数
４
８
、１
９
２
人
、

帰
宅
困
難
者
数
６
７
、０
５
３

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．︻
地
震
に
ど
う
備
え
る
か
１
︼

市
が
で
き
る
こ
と

①
越
谷
市
の
備
蓄
計
画

◎
耐
震
性
飲
料
用
貯
水
槽
の
整

備◎
食
糧
供
給
体
制
の
整
備

◎
生
活
必
需
品
供
給
体
制
の
整

備◎
防
災
用
資
器
材
の
供
給
体
制

の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
食
糧

は
避
難
者
数
の
夫
々
、
３
食
分

を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

②
災
害
時
応
援
協
定

◎
広
域
相
互
応
援
協
定
（
他
地

域
の
地
方
自
治
体
と
の
提
携
）

◎
流
通
在
庫
の
確
保
（
市
内
の

企
業
・
団
体
と
の
提
携
）

③
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

Ⅲ
．︻
地
震
に
ど
う
備
え
る
か
２
︼

市
民
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

①
地
震
が
起
き
た
ら
？

大
地
震
発
生
時
の
、
冷
静
な

対
応
は
難
し
く
、
一
瞬
の
判
断

が
生
死
を
分
け
て
し
ま
い
ま

す
。「
あ
わ
て
ず
、
落
ち
着
い

て
」
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
考
え
、
大
き
く
揺
れ
て

い
る
時
に
無
理
に
ガ
ス
コ
ン
ロ

な
ど
の
火
の
元
に
近
づ
く
行
動

は
、
か
え
っ
て
危
険
で
す
。
揺

れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
火
を
消

し
ま
し
ょ
う
。

②
地
震
対
策

室
内
の
家
具
が
転
倒
す
る

と
、
そ
の
下
敷
き
に
な
っ
て
怪

我
を
し
た
り
、
逃
げ
道
を
ふ
さ

い
で
し
ま
い
ま
す
。

家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止
に
は

◎
重
い
も
の
を
下
、軽
い
も
の
を

上
に
す
る
な
ど
収
納
に
工
夫
を
。

◎
家
具
の
下
部
前
方
に
板
を
入

れ
た
り
、
就
寝
場
所
に
背
の
高

い
家
具
を
置
か
な
い
工
夫
を
。

◎
転
倒
防
止
金
具
、
重
ね
留
め

用
金
具
、
扉
・
引
出
し
開
放
防

止
金
具
な
ど
の
利
用
を
。

③
事
前
の
準
備︵
自
助
・
共
助
︶

防
災
の
基
本
は
、
自
助
（
自

分
・
家
族
）・
共
助
（
管
理
組

合
、
自
治
会
）・
公
助
（
行
政
機

関
）
の
連
携
を
行
い
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
地
震
災
害
時
は
、

地
域
全
体
が
被
災
者
と
な
り
、

行
政
職
員
も
ま
た
被
災
者
と
な

り
ま
す
。
公
的
な
防
災
機
関
に

よ
る
救
援
活
動
は
平
常
時
と
同

じ
様
に
は
望
め
ま
せ
ん
。
災
害

発
生
後
の
３
日
間
は
自
助
・
共

助
を
お
願
い
し
た
い
。

Ⅳ
．︻
災
害
Ｑ
＆
Ａ
抜
粋
︼

Ｑ
１
大
規
模
災
害
時
に
安
全
に

住
民
が
避
難
す
る
た
め
に
実

は
不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
事
は
？

Ａ
１
震
災
以
降
、
防
災
無
線
が

聴
き
取
り
づ
ら
い
な
ど
多
く

の
意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。

（
代
替
措
置
と
し
て
シ
テ
ィ

メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
頂
き
た

い
。）

Ｑ
２
越
谷
市
に
は
２
０
０
棟
を

超
え
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
集
会
所
を
持
つ
大
型

マ
ン
シ
ョ
ン
も
駅
前
周
辺
部

に
か
な
り
の
棟
数
存
在
し
ま

す
。
自
助
、
共
助
の
精
神
で

協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と

す
れ
ば
？

Ａ
２
マ
ン
シ
ョ
ン
の
集
会
所
を

被
災
者
の
た
め
に
活
用
出
来

る
な
ら
ば
、
受
け
入
れ
に
協

力
頂
き
た
い
。

 

JQA-QM6964  JQA-EM6433 
「首都圏ﾏﾝｼｮﾝﾘﾆｭｰｱﾙ事業部」 

～ Total でご提案します ～ 
大規模修繕工事から設備改修工事、内装リフォーム充

実したアフターメンテナンス体制で培った信頼が世代

を超えた永いお付き合いを実現しています。 

首都圏マンションリニューアル事業部 

〒105-0003 東京都港区西新橋 3-11-1 

TEL03-3433-0503 FAX03-3433-0535 
U R L： ht t p : / / W W W . K E N S O . C O . J P 
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❏給排水設備工事 
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❏内装工事 

❏建物・設備診断 
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積
立
金
不
足
で
も
大
丈
夫

『
マ
ン
シ
ョ
ン
修
繕
に
新
方
式
』

�

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
（
リ
ク
シ
ル
）

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
壁
や

廊
下
と
い
っ
た
共
用
部
分
の
改

修
に
充
て
る
修
繕
積
立
金
を
毎

月
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

各
住
居
の
窓
や
玄
関
ド
ア
も

共
用
部
分
に
当
り
ま
す
が
、
修

繕
積
立
金
の
不
足
な
ど
も
あ
っ

て
建
具
改
修
の
優
先
順
位
は
低

く
な
り
が
ち
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
無

理
な
く
リ
フ
ォ
ー
ム
で
き
る
方

式
を
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
（
リ
ク
シ

ル
）
が
ご
提
案
致
し
ま
す
。

こ
こ
数
年
マ
ン
シ
ョ
ン
の

窓
、
玄
関
ド
ア
の
交
換
に
関
す

る
問
合
せ
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
１
９
７
０
年
代
か
ら
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
増
加
し

ま
し
た
。
30
年
以
上
た
っ
て
建

具
に
傷
み
が
出
る
物
件
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
外
壁
の
塗
装
や
天

井
の
防
水
工
事
な
ど
の
大
規
模

修
繕
工
事
と
は
違
っ
て
、
窓
や

玄
関
ド
ア
の
改
修
は
管
理
組
合

の
長
期
修
繕
計
画
に
入
っ
て
い

な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
傷
ん
だ
建
具
の
改

修
費
用
の
捻
出
が
問
題
に
な
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
同
社
が
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
リ
ー
ス
と
提
携
し
て
、
２
０

１
０
年
７
月
に
「
リ
ー
ス
で
リ

フ
ォ
ー
ム
」
と
い
う
事
業
を
始

め
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。

月
３
０
０
０
円
程
度
か
ら

工
事
を
し
て
か
ら
一
定
期
間

リ
ー
ス
会
社
が
窓
や
玄
関
ド
ア

を
所
有
す
る
形
に
し
て
、
管
理

組
合
に
毎
月
リ
ー
ス
料
を
お
支

払
い
頂
き
ま
す
。

リ
ー
ス
期
間
が
終
了
す
れ

ば
、
マ
ン
シ
ョ
ン
側
に
所
有
権

が
移
る
仕
組
で
す
。

総
戸
数
50
戸
程
度
の
マ
ン
シ

ョ
ン
で
、
10
年
間
の
リ
ー
ス
方

式
に
よ
り
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を
交

換
し
た
場
合
、
１
戸
当
た
り
月

３
０
０
０
円
程
度
か
ら
可
能
で

す
。
ま
た
、
玄
関
ド
ア
の
交
換

は
、
月
１
２
０
０
円
程
度
で

す
。（
工
事
費
は
別
で
す
）

性
能
を
実
感

交
換
工
事
は
ご
心
配
い
り
ま

せ
ん
。
当
社
の
マ
ン
シ
ョ
ン
リ

フ
ォ
ー
ム
専
用
の
建
具
を
用
い

て
、
古
い
建
具
枠
の
内
側
に
は

め
込
む
カ
バ
ー
工
法
に
よ
り
外

観
は
新
品
の
建
具
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
ガ
ラ
ス
寸
法
は
少

し
小
さ
く
な
り
ま
す
が
火
を
使

わ
ず
、
よ
り
静
か
に
早
く
１
戸

半
日
程
度
で
交
換
工
事
が
済
み

ま
す
。
そ
の
日
の
う
ち
に
最
新

型
の
建
具
に
変
身
し
ま
す
。
ペ

ア
ガ
ラ
ス
を
ご
使
用
い
た
だ
け

れ
ば
、
以
前
よ
り
エ
ア
コ
ン
を

使
う
回
数
が
減
っ
た
。
ま
た
、

外
の
騒
音
が
あ
ま
り
気
に
な
ら

な
く
な
っ
た
。

そ
し
て
、
ガ
ラ
ス
窓
の
結
露

を
拭
き
取
る
回
数
が
減
っ
た
等

の
性
能
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

更
に
、
防
犯
や
耐
震
そ
し
て

使
う
方
に
優
し
い
バ
リ
ヤ
フ
リ

ー
を
考
慮
し
た
商
品
群
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

見
積
・
リ
ー
ス
の
お
問
合
せ

こ
れ
ま
で
リ
ー
ス
方
式
で
成

約
し
た
の
は
二
十
数
件
で
す

が
、
三
百
件
近
く
の
管
理
組
合

か
ら
の
見
積
依
頼
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

今
後
10
年
で
築
30
年
を
超
え

る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
急
増
し
て
い

き
ま
す
。
修
繕
積
立
金
が
不
足

し
て
い
る
管
理
組
合
は
多
い
と

い
わ
れ
、
リ
ー
ス
の
需
要
は
大

き
く
な
る
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。お

問
合
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、

お
打
合
せ
の
う
え
マ
ン
シ
ョ
ン

の
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
見

積
書
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

及
び
リ
ー
ス
の
試
算
を
ご
提
案

致
し
ま
す
。
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

現
物
を
見
て
触
っ
て
体
感

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
（
新
宿
に
８
月
オ
ー
プ
ン
）

で
実
物
の
商
品
を
見
て
触
っ
て

体
感
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
ま
で
行
か
な
く
と
も
出
前
展

示
車
で
実
際
の
大
き
さ
の
建
具

を
積
ん
で
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
お
伺

い
す
る
事
も
出
来
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
や
専

門
的
な
図
面
で
は
質
感
が
な
か

な
か
解
り
ま
せ
ん
。
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
が
商
品
を
ご
説
明
致
し

ま
す
の
で
是
非
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

★
リ
フ
ォ
ー
ム
用
商
品
は
専
門

ブ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
の
で
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
へ
ご
来
場
の
際
は
事

前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま

す
。�
（
担
当
：
渡
会
）

窓の表情が美しく変わると気持ちも変わります
マンションの資産価値を高めると共に

断熱性と防音性と防犯性そして使いやすさをプラスした LIXIL のリフォームサッシ

お気軽にお問合せください

株式会社 ＬＩＸＩＬ（リクシル）
リフォーム営業部　東日本支店　埼玉営業所
〒331-0811 埼玉県さいたま市北区吉野町 1-23-6

TEL：048-668-5084　FAX：048-667-4850　担当：渡会（わたらい）
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東
日
本
大
震
災
か
ら

�
一
年
を
経
て
（
下
）

�

東
北
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
連
合
会

�

常
務
理
事　

小
島　

浩
明

東
日
本
大
震
災
あ
れ
か
ら
一

年
三
ヶ
月
が
経
過
し
た
。
東
北

の
人
々
は
今
回
の
体
験
に
よ
っ

て
、
多
大
な
犠
牲
を
払
い
な
が

ら
も
、
将
来
に
向
け
て
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
災
害
に
対
す
る
幾
つ

か
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
出
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

不
幸
に
も
、
皆
さ
ん
の
地
域

で
今
回
の
よ
う
な
地
震
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
と
し
た
ら
…
。

意
外
か
も
し
れ
な
い
が
二
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
た

い
。
そ
れ
は
、「
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
」
と
「
ス
ピ
ー
ド
」
だ
。

仙
台
市
太
白
区
の
マ
ン
シ
ョ

ン
（
自
主
管
理
）
の
理
事
長
は

第
一
線
を
引
退
し
て
、
現
在
は

管
理
人
も
兼
務
し
な
が
ら
、
元

気
に
出
勤
し
て
い
く
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
に
威
勢
の
良
い
声
で
挨
拶

し
て
い
る
住
民
に
も
人
気
の
人

物
。
震
災
後
は
走
り
回
っ
て
業

者
を
見
つ
け
、
半
壊
の
被
害
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
秋
に
は
復

旧
工
事
を
終
え
て
、
震
災
前
の

状
態
に
復
活
さ
せ
た
。

ま
た
、
全
国
放
送
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
宮
城
野
区
の
マ
ン
シ

ョ
ン
の
理
事
長
、
管
理
会
社
に

頼
ら
ず
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
避
難
所
に
移
っ

た
住
民
の
面
倒
を
良
く
見
て
、

か
つ
、
昨
秋
ま
で
に
二
百
近
い

区
分
所
有
者
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン

解
体
、
管
理
組
合
解
散
の
合
意

を
取
り
付
け
た
。

こ
の
お
二
人
に
限
ら
ず
早
期

復
旧
が
で
き
た
管
理
組
合
に
共

通
し
て
言
え
る
の
は
〝
力
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
〟
の
よ
う
だ
。

一
見
、
こ
う
い
っ
た
役
員
は

平
時
に
お
い
て
強
引
な
面
も
あ

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
若
干

の
反
対
派
も
現
れ
た
り
も
す
る
。

し
か
し
、
理
事
長
に
限
ら
ず

い
ざ
と
い
う
時
に
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人
材

が
居
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
災
害
に

も
強
い
し
、
そ
の
後
の
対
応
も

早
い
。
災
害
時
の
現
場
に
は
高

い
統
率
力
が
求
め
ら
れ
、
復
旧

に
は
特
に
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら

れ
る
。
私
の
よ
う
な
優
柔
不
断

で
は
い
け
な
い
の
だ
。

そ
う
い
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に

住
む
こ
と
が
で
き
る
と
し
た

ら
、
そ
の
方
た
ち
は
幸
せ
だ
と

思
う
。
た
だ
、
不
動
産
情
報
や

外
観
だ
け
で
は
、
そ
う
い
っ
た

役
員
が
い
る
か
ど
う
か
は
判
ら

な
い
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
管
理
を
買
え

と
い
わ
れ
て
久
し
い
が
、
管
理

状
況
や
災
害
時
に
頼
り
に
な
る

人
が
住
ん
で
い
る
か
を
判
断
す

る
の
は
難
し
い
。

管
理
委
託
会
社
や
顧
問
契
約

し
て
い
る
専
門
家
が
い
る
と
し

て
も
、
災
害
時
に
ス
ピ
ー
ド
あ

る
行
動
は
望
め
な
い
だ
ろ
う
。

災
害
時
の
中
心
人
物
を
宛
て

に
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
す

る
の
も
、
い
ま
暮
ら
し
て
い
る

マ
ン
シ
ョ
ン
で
有
望
な
人
物
を

見
つ
け
る
の
も
一
苦
労
だ
ろ
う
。

最
も
確
実
な
方
法
は
、
あ
な

た
自
身
が
い
ざ
と
い
う
時
に
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
れ
る
人
物

に
な
る
の
が
手
っ
取
り
早
く
、

間
違
い
の
な
い
選
択
だ
。

そ
し
て
、
い
ざ
非
常
事
態
が

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
何
よ

り
敏
速
に
行
動
す
る
こ
と
だ
。

も
ち
ろ
ん
今
回
の
よ
う
な
大

災
害
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
こ

と
を
祈
っ
て
い
る
。

納得、安心のできる管理

☆ 総合管理の受託から自主管理の応援まで

☆ 管理組合のニーズに合った管理システム

☆ 木目の細かい対応が出来ます

日本高層管財株式会社
本社東京都渋谷区代々木1-19-12新代々木ビル4階 〒151-0053
　　ＴＥＬ03-5388-4471(代)　ＦＡＸ03-5388-6463
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国
土
交
通
省
に
お
い
て
「
マ

ン
シ
ョ
ン
の
新
た
な
管
理
ル
ー

ル
に
関
す
る
検
討
会
」
が
平
成

24
年
１
月
に
設
置
さ
れ
、
平
成

24
年
の
夏
迄
に
取
り
ま
と
め
を

行
う
予
定
で
開
か
れ
て
お
り
ま

す
。検

討
委
員
会
の
中
で
、
管
理

組
合
の
役
員
に
つ
い
て
、
専
門

家
の
役
員
等
へ
の
活
用
（
第
三

者
管
理
者
管
理
）
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
問
題
に

な
る
の
が
専
門
家
を
役
員
に
活

用
す
る
場
合
の
ル
ー
ル
が
明
確

に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

す
な
わ
ち
、
管
理
組
合
の
財

産
を
守
る
た
め
の
保
全
措
置
や

専
門
家
の
実
務
能
力
を
担
当
す

る
規
定
が
な
い
中
で
、
安
易
な

第
三
者
管
理
を
行
う
と
い
う
こ

と
は
、
区
分
所
有
者
不
在
の
管

理
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。そ

の
為
、
国
土
交
通
省
の

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
新
た
な
管
理

ル
ー
ル
に
関
す
る
検
討
会
」
で

検
討
し
て
い
る
第
三
者
管
理
の

導
入
に
関
し
て
は
、
慎
重
に
扱

う
べ
き
で
あ
る
内
容
の
意
見

（
管
理
規
約
改
正
等
に
当
た
っ

て
の
管
理
組
合
財
産
保
護
に
関

す
る
意
見
書
）
を
、
平
成
24
年

３
月
15
日
に
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
全
国
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
連
合
会
（
全
管
連
）
と
社

団
法
人
高
層
住
宅
管
理
業
協
会

（
高
管
協
）
と
の
連
名
で
、
前

田
武
志
・
国
土
交
通
大
臣
宛
に

提
出
し
ま
し
た
。

〈
提
出
意
見
書
の
全
文
〉

管
理
規
約
改
正
等
に
当
た
っ
て

の
管
理
組
合
財
産
保
護
に
関
す

る
意
見
書

・
貴
省
に
お
い
て
平
成
24
年
１

月
に
設
置
さ
れ
た
「
マ
ン
シ
ョ

ン
の
新
た
な
管
理
ル
ー
ル
に
関

す
る
検
討
会
」
の
議
論
を
経

て
、
管
理
規
約
の
改
正
等
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に

つ
い
て
留
意
願
い
た
い
。

１
、
管
理
規
約
の
改
正
等
に
当

た
っ
て
は
、
専
門
家
の
役
員
等

へ
の
活
用
は
、
例
外
的
措
置
で

あ
る
と
の
位
置
付
の
明
確
化
が

必
要

・
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組

合
の
主
体
は
、
云
う
ま
で
も
な

く
区
分
所
有
者
で
あ
り
、
我
が

国
に
お
い
て
は
、
区
分
所
有
者

が
役
員
と
な
る
理
事
会
方
式
が

主
流
と
な
っ
て
い
る
。

区
分
所
有
者
自
ら
が
、
自
主

的
民
主
的
に
意
思
決
定
を
行
う

現
状
の
理
事
会
方
式
が
基
本
で

あ
り
、
専
門
家
の
役
員
等
へ
の

活
用
は
、
ご
く
例
外
的
で
あ
る
。

管
理
規
約
の
改
正
等
に
あ
た
っ

て
は
、
専
門
家
の
役
員
等
へ
の

活
用
は
真
に
や
む
を
得
な
い
場

合
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
と
の
明

確
な
表
記
が
必
要
で
あ
る
。

２
、
専
門
家
の
役
員
へ
の
活
用

を
管
理
規
約
等
に
規
定
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
同
時
に
活
用
さ

れ
る
専
門
家
の
要
件
を
厳
し
く

限
定
・
明
確
化
す
べ
き
で
あ

り
、
管
理
組
合
財
産
の
保
全
措

置
と
実
務
の
能
力
を
担
保
す
る

制
度
が
必
要
。

・
例
外
的
な
専
門
家
を
役
員
等

に
活
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
専

門
家
が
管
理
組
合
財
産
（
管
理

費
及
び
修
繕
積
立
金
等
）
に
関

わ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
専
門

家
に
よ
る
横
領
や
背
任
、
不
慮

の
事
故
等
管
理
組
合
財
産
の
毀

損
が
懸
念
さ
れ
る
。

専
門
家
の
財
産
的
基
盤
の
確

保
や
組
合
財
産
の
分
別
管
理
、不

慮
の
事
故
に
備
え
た
保
証
制
度

等
、管
理
組
合
財
産
の
保
全
策

を
講
じ
る
規
定
が
必
要
で
あ
る
。

又
、
管
理
組
合
が
安
心
し
て

専
門
家
を
役
員
等
に
活
用
で
き

る
よ
う
専
門
家
の
資
格
要
件
に

つ
い
て
も
明
確
な
規
定
を
設
け

る
べ
き
で
あ
る
。

両
規
定
は
、
あ
く
ま
で
も
管

理
規
約
の
改
正
等
と
同
時
に
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。

全
管
連
新
た
な
管
理
ル
ー
ル
検
討
委
員
会
に

意
見
書
提
出Ｎ

Ｐ
Ｏ　

埼
管
ネ
ッ
ト　

会
長　

佐
々
木　

一

※防災備蓄倉庫に関する防災備品（防災グッズ）
　非常用食料品、避難用品、衛生用品、搬送用品、活動装備品
　工具、非常用トイレ、テント等用意できます。

建設業許可番号 国土交通大臣 許可（般―19）第7006号
仮設工業会一種正会員

本社：〒153-0043 東京都目黒区東山1-1-2 東山ビル
　TEL.03-3719-0301(代）　FAX.03-3792-4390

　URL.http://www.higashiyama.com
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連
載 
私
の
町
は
ど
ん
な
町
⑲

�
─
春
日
部
市
─

春
日
部
市
域
は
今
か
ら
六
千

年
程
前
に
は
内
牧
や
花
積
の
台

地
を
残
し
そ
の
周
辺
の
低
地
に

は
海
が
入
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

花
積
に
は
全
国
的
に
有
名
な

「
花
積
貝
塚
」
が
あ
り
ま
す
。

四
世
紀
か
ら
八
世
紀
の
古
墳

時
代
に
埼
玉
郡
内
に
は
県
内
を

代
表
す
る
「
さ
き
た
ま
古
墳

群
」
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も

「
丸
基
山
古
墳
」
は
墳
丘
の
径

が
一
〇
五
米
、
高
さ
十
九
米
の

日
本
一
大
き
な
古
墳
で
す
。

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
春
日

部
一
族
が
台
頭
し
、
一
一
八
七

年
に
春
日
部
兵
衛
尉
が
義
経
の

軍
に
屈
し
壇
ノ
浦
合
戦
で
活
躍

し
、
そ
の
後
畠
山
重
忠
の
追
討

軍
と
し
て
大
井
・
品
河
・
春
日

部
・
潮
田
等
の
大
井
一
族
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
春
日
部
氏
は

大
井
氏
の
一
族
で
、
一
族
の
惣

領
実
春
の
弟
実
高
が
そ
の
所
領

で
あ
っ
た
春
日
部
を
苗
字
と
し

ま
し
た
。

し
か
し
一
二
四
七
年
の
「
宝

治
合
戦
」
で
反
幕
府
側
の
三
浦

氏
に
組
し
た
こ
と
に
よ
り
、
実

景
が
子
息
三
人
と
共
に
鎌
倉
で

自
害
し
衰
退
し
ま
し
た
。

し
か
し
南
北
朝
時
代
に
な
る

と
、
春
日
部
実
行
は
後
醍
醐
軍

に
加
わ
り
功
名
を
立
て
、
天
皇

よ
り
上
総
国
山
辺
南
部
（
千
葉

県
東
金
市
）
と
下
総
国
春
日
部

郷
の
地
頭
職
を
安
堵
さ
れ
て
い

ま
す
。
浜
川
戸
地
区
に
残
る
八

幡
神
社
は
春
日
部
氏
が
鶴
岡
八

幡
宮
を
勧
進
し
て
建
造
し
た
も

の
と
い
わ
れ
、
春
日
部
氏
の
館

も
こ
の
付
近
に
あ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

室
町
幕
府
が
出
来
て
か
ら
は

春
日
部
氏
は
力
を
失
い
、
戦
国

期
に
な
る
と
春
日
部
の
地
は
岩

付
太
田
氏
の
支
配
領
域
に
属
し

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
一
五
九
〇
年
豊
臣
秀

吉
の
関
東
攻
略
に
よ
り
岩
付
城

は
落
城
し
、
春
日
部
周
辺
も
戦

乱
で
荒
廃
し
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

後
北
条
氏
が
滅
ん
だ
後
、
関

東
の
領
主
と
な
っ
た
徳
川
家
康

は
、
江
戸
周
辺
の
守
り
の
た
め

岩
槻
城
に
高
力
清
長
を
二
万
石

の
大
名
と
し
て
配
置
し
、
春
日

部
市
域
も
そ
の
支
配
下
と
な
り

ま
し
た
。

家
康
は
江
戸
を
中
心
と
し
た

五
街
道
の
整
備
を
進
め
、
春
日

部
市
域
に
は
そ
の
一
つ
で
あ
る

「
日
光
道
中
」
が
通
り
粕
壁
に

宿
場
が
置
か
れ
交
通
の
要
地
と

し
て
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

日
光
道
中
は
、
日
本
橋
を
出

て
千
住
宿
、
草
加
宿
、
越
谷
宿

を
経
て
四
番
目
が
粕
壁
宿
で
す
。

粕
壁
宿
は
天
保
十
四
年
の
家
数

は
七
七
三
軒
で
四
五
軒
の
旅
籠

が
あ
り
、
そ
の
規
模
は
日
光
道

中
二
三
宿
中
の
六
番
目
で
す
。

古
利
根
川
沿
い
の
粕
壁
宿
は

米
穀
等
の
農
産
物
を
江
戸
へ
送

り
、
日
用
品
や
干
鰯
・
〆
粕
等

の
肥
料
が
江
戸
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
物
資
の
集
積
地
と
な
り
、

宿
内
に
は
新
町
橋
の
た
も
と
に

「
上
喜
蔵
河
岸
」
碇
山
付
近
に

「
下
喜
蔵
河
岸
」
と
呼
ば
れ
る

河
岸
が
あ
り
ま
し
た
。

近
世
中
期
以
降
に
な
る
と
農

業
技
術
も
向
上
し
、
木
綿
な
ど

商
品
生
産
が
盛
ん
と
な
り
、
春

日
部
周
辺
で
は
「
岩
槻
木
綿
」

や
「
梅
田
ご
ぼ
う
」
が
特
産
と

さ
れ
、
桐
箱
の
生
産
も
盛
ん
で

し
た
。
現
在
で
も
春
日
部
の
特

産
品
で
あ
る
桐
タ
ン
ス
・
桐
小

箱
な
ど
の
桐
工
芸
は
、
江
戸
時

代
中
期
か
ら
後
半
に
か
け
て
主

に
農
間
余
業
と
し
て
宿
内
に
広

ま
り
ま
し
た
。
伝
承
で
は
三
代

将
軍
家
光
に
よ
る
日
光
東
照
宮

造
営
に
関
っ
た
大
工
が
桐
工
芸

を
伝
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
風
水
害
、
干

ば
つ
、
地
震
等
で
被
害
が
何
度

も
発
生
し
ま
し
た
。
一
七
八
三

年
に
は
浅
間
山
の
噴
火
の
降
灰

に
よ
り
田
畑
が
全
滅
し
た
だ
け

で
な
く
利
根
川
上
流
か
ら
流
出

し
た
噴
出
物
で
河
床
が
上
昇
し

洪
水
が
お
こ
り
天
明
四
年
以
降

慢
性
的
な
飢
饉
と
な
り
ま
し

た
。こ

う
し
た
状
況
を
憂
い
住
民

を
助
け
る
よ
う
奔
走
し
た
の
が

宿
名
主
の
見
川
喜
蔵
で
す
。
喜

蔵
は
裕
福
な
人
と
共
に
穀
物
や

粥
等
を
飢
え
た
人
に
施
し
た
り

又
古
利
根
川
が
決
壊
し
た
た
め

自
費
で
古
堤
の
上
に
盛
り
土
を

し
て
囲
堤
を
増
築
し
ま
し
た
。

こ
の
堤
は
一
名
「
喜
蔵
堤
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
（
小
島　

次
郎
）
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
第
11
回
通
常
総
会
開
催

２
０
１
２
年
５
月
27
日
（
日
）
午
前
11
時
10
分
か
ら
、
越
谷
市
中
央
市
民
会
館
第
２
会
議
室
に
お
い
て

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
第
11
回
通
常
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

白
倉
副
会
長
か
ら
開
会
が
宣
言
さ
れ
、
正
会
員
83
名
、
本
日
出
席
会
員
数
は
、
本
人
出
席
16
名
、
委
任

状
が
９
名
、
議
決
権
行
使
が
14
名
、
合
計
39
名
の
出
席
と
報
告
が
あ
り
、
定
款
28
条
（
総
会
の
定
数
）
に

定
め
ら
れ
た
総
会
の
成
立
条
件
を
満
た
し
て
お
り
、
本
総
会
は
成
立
す
る
旨
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
司
会
よ
り
議
長
選
出
に
対
し
て
提
案
さ
れ
、
司
会
者
一
任
に
よ
り
、
定
款
27
条
に
よ
り
佐
々
木

会
長
が
総
会
議
長
に
選
任
さ
れ
、
書
記
に
鳥
海
理
事
を
指
名
し
た
。

又
、
議
長
よ
り
議
事
録
署
名
人
を
指
名
し
た
い
旨
を
述
べ
た
と
こ
ろ
満
場
一
致
、
異
議
な
く
賛
成
が
あ

っ
た
の
で
議
長
は
、
白
倉
理
事
と
小
島
理
事
を
議
事
録
署
名
人
に
指
名
し
た
。

＊
議
案
の
提
案
と
採
決

佐
々
木
議
長
の
進
行
に
よ
り
鳥
海
理
事
、
小
島
理
事
、
飯
盛
監
事
の
３
名
か
ら
下
記
の
「
議
案
」
が
そ

れ
ぞ
れ
報
告
・
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
第
１
号
議
案　
「
平
成
23
年
度
事
業
活
動
報
告
」�

鳥
海
理
事

⑵
第
２
号
議
案　
「
平
成
23
年
度
決
算
報
告
」�

小
島
理
事

　
　
　
　
　
　
　
「
平
成
23
年
度
監
査
報
告
」�

飯
盛
監
事

⑶
第
３
号
議
案　
「
平
成
24
年
度
事
業
計
画
」（
案
）�

鳥
海
理
事

⑷
第
４
号
議
案　
「
平
成
24
年
度
会
計
予
算
」（
案
）�

小
島
理
事

報
告
・
提
案
さ
れ
た
各
議
案
に
つ
い
て
、
質
疑
・
応
答
を
行
っ
た
後
、
議
長
が
裁
決
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
全
員
の
拍
手
に
よ
り
承
認
・
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

⑸
第
５
号
議
案　
「
平
成
24
年
度
役
員
の
改
選
」（
案
）�
鳥
海
理
事

又
、
今
年
度
は
、
役
員
改
選
の
年
に
当
た
り
、
鳥
海
理
事
よ
り
議
案
書
に
基
づ
き
、
理
事
及
び
監
事
の

役
員
全
員
の
紹
介
が
あ
り
、
議
長
が
役
員
選
任
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
満
場
異
議
な
く
こ
れ
を
賛
成
し

た
の
で
、
役
員
の
選
任
も
承
認
・
議
決
致
し
ま
し
た
。

＊
事
務
局
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

１
、
今
年
度
も
会
費
の
請
求
書
と
一
緒
に
「
理
事
長
変
更
届
」
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。
変
更
時
期
は
い
ろ
い
ろ
で
し
ょ
う
が
一
年
中
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
理
事
長
が
交
代
さ
れ
た
会
員
管
理
組
合
、
マ
ン
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
他
、
連
絡
の
送
付
先
等
変
更
さ
れ
た
い
管
理
組
合

は
、
指
定
の
変
更
届
用
紙
に
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
又
は
、
郵
送
に
て
必
ず
、
送
信
を
御
願
い
し
ま
す
。

２
、
会
員
の
相
談
会
の
申
し
込
み
は
、
面
談
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、
郵
送
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
又
面
談
の

日
時
を
電
話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
会
員
の
相
談
料
は
無
料
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
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事
務
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佐
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木
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